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敬老の日にちなみ、町内に住む７０歳以
上のお年寄りの長寿をお祝いする「み
んなの敬老会」が９月４日、勤労福祉セ
ンター（エスペランス丸山）で行われまし
た。参加したお年寄りは、歌謡舞踊や健
康体操などのアトラクションで、楽しいひ
とときを過ごしました。（詳しい内容は６
ページに掲載） 
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高齢者おかえりサポート事業を開始 
家族のひとり歩き（徘徊）が心配な方は、ぜひご利用ください。 

はいかい 

女優などで活躍する浜　美枝さんの講演会を開催します。 
文化講演会を開催 

１０月１０日から役場敷地内への出入口が１カ所になります。 
役場敷地内への出入口を変更します 

長寿を祝う 
対象となる高齢者に敬老金を贈り、長寿を祝いました。 
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敬老金を贈った人数（地区人数は平成２８年９月１日現在）
合計１００ 歳以上９２～９９歳８８～９１歳８５ 歳８０ 歳地区人数行政区

１４０２４４４３００横　松
１１０３２２４３１３萩
５６１１６２３１０６１,８３５宮　津
３８０１１１６２０９１５宮津山田
３７０４１９２１２２,０５１宮津団地
４１１１０１５１０５８６９板　山
４５１１０１８１０６７９７福　住
１８１１６２８６３１福住園高台
７１１１３２８１０１９２,１４２白沢（日生を含む）
４２１７１６５１３６５１白沢台
１０８０２３３９１７２９３,６６３草　木
４２０１０１４６１２１,４３５坂　部
６８６１９２３７１３１,１９６卯之山
２５０７１０７１４１８阿久比団地
５１０１０２３６１２１,１３３阿久比
３６０４１５８９６６４椋　岡
２３０６１０３４６１６矢　口
２３１７８６１３８９高　岡
７２３１３２１１３２２２,５９５植
３７０８１５４１０１,４４７大古根
４８０１１１４５１８１,４８８高根台
４０１０３０２５０メイツ巽ケ丘
２００２００２,６８９陽なたの丘

９１２１６１８６３３６１４６２２８２８,４８７合　計

　９月１９日の「敬老の日」を前に、町内に住む高齢者の長寿をお祝いするため、町関係者が、８月２７日と３１日の
２日間、自宅などを訪問しました。
　８月２７日には、各地区の行政協力員・民生委員・社会福祉協議会役員が、今年満８０歳・８５歳・８８歳～９１歳を迎
える方のお住まいを訪れ、敬老金を贈って長寿をお祝いしま
した。８月３１日には、民生委員・社会福祉協議会役員・町職
員が、９２歳以上の方のお住まいを訪れ、長寿のお祝いを同様
に行いました。
　敬老金として８０歳と８５歳の方には３,０００円を、８８歳～９９歳の
方には５,０００円を、１００歳以上の方には１万円をそれぞれ町か
ら贈りました。
　阿久比町では、平成２８年９月１日現在で住民基本台帳に登
録されている８０歳以上の高齢者が、１,８４４人います。最高齢者
は、榎本�を（そお）さんで、明治４３年１２月１５日生まれの
１０５歳です。
　榎本さんが利用している施設を８月３１日に町長が訪れ、敬
老金を手渡し、激励しました。
　町長に「３年連続最高齢を目指してください。来年も来ま
すからね」と呼び掛けられると、うれしそうに目を細めて、
うなずいていました。

■問い合わせ先　健康介護課介護保険係　�（４８）１１１１（内１１２５・１１２６）

町長や家族からお祝いされる榎本さん
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　「高齢者おかえりサポート事業」とは、認知症でひとり歩き（ 徘  徊 ）をする恐れのある在宅高齢者
はい かい

の特徴や緊急連絡先などを、あらかじめ役場に登録することで、登録者が行方不明になった際の早期
発見と事故の未然防止などにつなげる事業です。さらに、登録時に配布する「おかえりサポートシー
ル」を靴などに貼ってもらうことで、登録者が困っているときなどに声掛けや通報など、周囲から手
助けを得られやすくなります。
　費用は無料ですので、家族のひとり歩きが心配な方は、ぜひご利用ください。
※　行方不明などの緊急時には、捜索に役立つように警察署や消防署などに登
　録情報を提供します。
■登録対象者
町内に在住（施設入所者を除く）のひとり歩きをする心配のある方で、以下の
いずれかに該当する方
▽６５歳以上の方
▽６５歳未満で認知症の方
▽６５歳未満で要介護・要支援認定を受けている方

■登録方法　対象者の胸より上の写真と全身の写真を各１枚（サイズは L版）と印鑑を持参し、地
域包括支援センターへお越しください。
　※　写真はできるだけ最近撮影したものを持参してください。
■「おかえりサポートシール」
　配布されたシールを登録者の靴（サンダルなど）に貼って活用します。（下参照）
　おかえりサポートシールは、黄色地でかかと部分には黒字で番号が記入されています。

～皆さんへのお願い～
　おかえりサポートシールを貼った靴などを履いている高齢者が、以下の状況にある場合は、「ど
ちらへ行かれますか」「何かお困りのことはありませんか」など声を掛けてください！

　明確な反応が無かった場合は、地域包括支援センターにお電話ください。夜間または登録者が、け
がをしているなど緊急性がある場合は、警察署または消防署へ通報してください。

■申し込み・問い合わせ先　地域包括支援センター　�（４８）１１１１（内１１２７）

▽夜間、早朝などに一人でいた場合
▽道端などに座り込んでいた場合
▽赤信号でも横断しようとする、交差点で車道に踏み出して信号を待つ、車道を歩くなど、危険
な行動が見られた場合
▽その他、困ったような様子が見受けられた場合

高齢者おかえりサポート事業を始めます 高齢者おかえりサポート事業を始めます 
家族のひとり歩き（徘徊）が心配な皆さんのために 

はいかい 

（かかと部分） 

※　シールは黄色地 

※　シールは黄色地 

（つま先部分） 

あぐい０００ 
あぐい０００あぐい０００
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阿久比中学校 阿久比中学校 

オアシスセンター北 
臨時駐車場 
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　外構工事のため、庁舎・公民館へ車でお越しの際は、中央公民館北側からの出入りをお願いします。県道名古
屋半田線からは、①の交差点から進入し、中央公民館北側の出入口にお越しください。徒歩の場合は、商工会前
の階段を利用できます。現在ご利用の県道からの出入口は閉鎖しませんが、駐車スペースが無く、公民館北側に
回っていただくことになります。
　工事期間中、敷地内の駐車場が満車の場合は、オアシスセンター北臨時駐車場をはじめとする最寄りの駐車場
をご利用ください。

お車の方は、中央公民館北側からお越しください。

フェイス  トゥ  フェイス（みんなで協働推進ページ）＜ H２８.１０.１＞

顔のみえる関係づくりで ひろげる阿久比のまちづくり

　勤労福祉センター（エスペランス丸山）で１１月６日に開催する子育て交流会“わくわくＡｇｕフェスタ”で
は、ご家庭で眠っている絵本を集め、会場に遊びに来てくれた子どもたち向けの読み聞かせ会に使いたいと考
えています。そこで、皆さんのご家庭で眠っている絵本を、読み聞かせのために寄付していただけませんか？
　寄付していただいた絵本は、わくわくＡｇｕフェスタで使用した後、清掃し、子育て支援グループむぎ・
むぎが購入する絵本とともに保健センターへ寄贈します。
　家族との思い出がたくさん詰まった絵本は、なかなか手放せないものです。処分するのではなく、寄付するこ
とで、健診や相談などで保健センターを訪れた親子にもう一度楽しんでもらいましょう。ご協力お願いします。
■回収日・場所・時間（回収ＢＯＸが設置してあります。）
　▽１０月１日（土）～３１日（月）・あつまルーム（中央公民館１階）・公民館開館時間内
　▽１１月６日（日）わくわくＡｇｕフェスタ会場（エスペランス丸山
　　２階）・午前１０時～午後２時
　※　回収は絵本に限ります。
■問い合わせ先　子育て支援グループむぎ・むぎ
　　　　　　　　（代表　植田千代美）�０９０（６３６６）０１０２

たくさんの絵本を 
お待ちしています。 

■問い合わせ先　検査財政課管財係　�（４８）１１１１（内１３１３）
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■問い合わせ先　防災交通課交通係　�（４８）１１１１（内１２０９）

　１０月１１日～２０日は、「秋の安全なまちづくり県民運動」
の期間です。「犯罪にあわない」「犯罪を起こさせない」
「犯罪を見逃さない」の３N（ない）をスローガンにした
県民総ぐるみの運動を展開し、地域の防犯力を高め、犯罪
の減少を目指しましょう！
　阿久比町では今年、空き巣などの侵入盗が増えており、
中でも家人が寝ている間に家屋に侵入して盗みを働く忍び
込みが７月末までに９件と、昨年１年間の１件に比べ著し
く増えています。忍び込みの対策として、日中は家の中に
人がいても施錠することを心掛け、夜間は窓の鍵も含めて
点検をしてから就寝してください。センサーライトや警報
装置・補助錠などの防犯グッズを活用するのも有効です。
　犯罪のない安全で住みよい地域社会をつくるには、「自
分の身は自分で守る」「犯罪の起きにくい地域社会を自分
たちの力でつくる」という気持ちを持つことが大切です。
　この機会にもう一度、身の回りの防犯についてご家庭や
地域で話し合い、考えてみましょう。
■問い合わせ先
　防災交通課交通係　�（４８）１１１１（内１２０９）
　半田警察署　�（２１）０１１０

このような風貌の窃盗団が、実
際に知多半島にも来ています！ 

勝手口のスライドガラスに
も鍵を掛けましょう！  
スライドの部分の網戸を破
り、勝手口の鍵を開けて侵
入する場合もあります。 

アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアグググググググググググググググググググググピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号ははははははははははははははははははははは、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、バババババババババババババババババババババススススススススススススススススススススス停停停停停停停停停停停停停停停停停停停停停ののののののののののののののののののののの前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前でででででででででででででででででででででおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだださささささささささささささささささささささいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
　バス停から離れた場所で待つお客さんに、運転手が気付くことができず、アグピー号が通過してしまうこと
があります。アグピー号は、バス停の前にお客さんが確認できない場合、通過します。ご利用の際は必ずバス
停の前で待ち、アグピー号が見えたら、軽く手を挙げて運転手に乗車を知らせてください。
　お客さんの中には、アグピー号が遅れ、運転手に仕事や乗継ぎの電車に間に合わないなどと苦情を言われる
方がいます。バスは電車と違い、５～１０分程度は遅れる公共交通機関です。ご理解とご協力をお願いします。

バス停から離れていては、
運転手は気付きません。 

乗車の際はバス停の前で軽く手
をあげ、お知らせください。 
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●オリンピックでの経験を語る

８月にあったリオデジャネイロ五輪で、男子サッ
カー競技の主審を務めた国際審判員の佐藤隆治さんが
９月６日、町長に五輪での経験などを報告しました。
主審を務めた予選のデンマーク対南アフリカ戦や世界
のトップレフェリーとの交流などを振り返り、「五輪
では緊張もなくいつも通り判定に集中できた。他国の
審判から学ぶことも多く、審判員としての経験値が上
がった」と話しました。「目の前の試合に全力を尽く
し、その積み重ねがロシアワールドカップや東京五輪
につながれば」と力を込めた佐藤さん。現在は、ワー
ルドカップアジア最終予選に全力を注いでいます。

〈五輪での出来事について話す佐藤さん〉

●行事を通して一歩成長

宮津保育園で９月１日、夏の恒例行事「おばけ大
会」がありました。主役となる年長児らは、図鑑を見
ておばけへの興味を深めた後、おばけ屋敷を制作し、
自分たちはおばけを装って小さい園児らを驚かせまし
た。おばけ屋敷の最後には、絵本『でた！かっぱおや
じ』に登場する、かっぱの神様“せんのしんじゅさ
ま”が待っており、勇気を出して自分の名前と頑張り
たいことを告げることができた園児らには、“勇気の
あめ”がプレゼントされました。無事におばけ屋敷か
ら外に出た園児らは、「怖かったけど、がんばった
よ」と満足そうな表情を浮かべていました。

〈勇気を出しておばけ屋敷の中を進む園児〉

〈１００歳を迎える方の表彰〉 〈楽しいインタビュー〉〈アトラクションを楽しむ参加者〉

〈阿久比中学校吹奏楽部の息の合った演奏〉

　町と町いきいきクラブ連合会が共催した「みんなの
敬老会」には、約４００人が参加しました。歌謡舞踊や健
康体操以外に、落語、阿久比中学校吹奏楽部の演奏、
抽選会など、実行委員が考えた多彩なアトラクション
で、会場は大いに盛り上がりました。
　町いきいきクラブ連合会から、今年度１００歳を迎える
方へ表彰状と記念品の贈呈がありました。町内の対象
者は７人で、敬老会には池田たつ�（たつた）さん（白
沢台）、大村壽美子さん（福住）、竹内三代治さん（坂
部）、深津まゑさん（白沢）の４人が出席しました。

��������������		

��
�������	
��
��



７

●広 ●報 ●あ ●ぐ ●い 2016年 10月 1日号

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　政策協働課�（４８）１１１１（内１３１０）

●女子野球で全国優勝

第１４回全日本女子軟式野球学生選手権大会（８月６
日～８日東京都江戸川区で開催）で優勝した、女子軟式
野球チーム愛知アドバンスジュニアに所属する青木友
里さん（阿久比中学校１年）が８月３０日、町長室を訪れ
ました。今大会の中・高生の部には、１６チームが出場。愛
知アドバンスジュニアは熱戦を繰り広げ、決勝で香川
県のチームを１対０で破り優勝を勝ち取りました。今
回、控え選手としてベンチワークに徹した青木さん。大
会を振り返り「先輩から諦めない姿勢を学んだ。今回の
経験は、今後の糧になる。練習に打ち込み、来年は先輩
に続いて２連覇したい」と語りました。

〈町長と握手を交わす青木さん〉

●自分たちで作った料理はおいしいね！

オアシスセンター調理室で８月２９日、町食生活改善
推進員の方を講師に招いた料理教室「ちびシェフクラ
ブ」が行われました。参加した小学生やその保護者約
３１人は、サワーライスやヨーグルトサラダなど4品の
料理に挑戦しました。食生活改善推進員や保護者に手
伝ってもらいながら、慣れない手つきで野菜を切った
り、卵をいったりして献立を完成させた子どもたち。
出来上がった料理を、「自分で作ったからやっぱりお
いしい。いつもよりたくさん食べられそう」と笑顔で
味わっていました。この教室はサマーチャレンジの一
環で、毎年夏休みに２回実施しています。

〈協力しながら料理をする参加者たち〉

　次の１６冊から、好きな図書を読んで、簡単な読書
感想文・感想画をはがきに書いてお送りください。
選考により、図書カードまたは児童図書をお贈りし
ます。
■読書感想文・感想画募集図書
【幼児向け】▽『アフリカの民話 しんぞうとひげ』／
しまおか　ゆみこ（再話）／モハメッド・チャリン
ダ（絵）／ポプラ社　▽『玉の図鑑』／森戸　祐幸
（監修）／学研教育出版　▽『おおきくなるってい
うことは』／中川　ひろたか（文）／村上　康成
（絵）／童心社
【小学校低学年向け】▽『庭をつくろう！』／ゲルダ・
ミューラー（文）／ふしみ　みさを（訳）／あすなろ
書房　▽『みんなでつくる１本の辞書』／飯田　朝
子（文）／寄藤　文平（絵）／福音館書店　▽『おふ
くさん』／服部　美法（文・絵）／大日本図書
【小学校中学年向け】▽『妖怪一家九十九さん妖怪
きょうだい学校へ行く』／富安　陽子（文）／山村
浩二（絵）／理論社　▽『かき氷　天然氷をつくる』
／伊地知　英信（文）／細島　雅代（写真）／岩崎書
房　▽『光を失って心が見えた　全盲先生のメッ
セージ』／新井　淑則（文）／金の星社
【小学校高学年向け】▽『カブトムシVSクワガタム
シ強いのはどっちだ！森のファイターたちは、ど

うやって生まれたのか』／本郷　儀人（著）／講談
社▽『テンプル・グランディン　自閉症と生きる』
／サイ・モンゴメリー（著）／杉本　詠美（訳）／汐
文社▽『表参道高校合唱部！あなたが生きている
今日はどんなに素晴らしいだろう』／桑畑　絹子
（著）／櫻井　剛（脚本）／学研プラス
【中学生・高校生向け】▽『なりたい二人』／令丈
ヒロ子（著）／結布（絵）／ＰＨＰ研究所　▽『だい
じな本のみつけ方』／大崎　梢（著）／光文社
【青年向け】▽『国境のない生き方　－私をつくっ
た本と旅－』／ヤマザキ　マリ（著）／小学館　▽
『総理にされた男』／中山　七里（著）／ＮＨＫ出版
■応募方法　はがき裏面に「作品名」「感想文または
感想画」「住所」「氏名」「園・学校名・学年または
職業・年齢」を記入の上、下記住所に応募してく
ださい。
〒４６０‐８５０１　愛知県庁内　愛知県青少年育成県民
会議事務局「読書感想文・感想画」係

■応募締め切り日　１１月７日（月）必着
■主　催　愛知県、愛知県青少年育成県民会議
■問い合わせ先
　愛知県県民生活部社会活動推進課青少年グループ
　�０５２（９５４）６１７５

１０月は『青少年によい本をすすめる県民運動の強調月間』です。 



８

●広 ●報 ●あ ●ぐ ●い 2016年 10月 1日号

212

第４回幼保小中一貫教育実践発表会を開催 第４回幼保小中一貫教育実践発表会を開催 第４回幼保小中一貫教育実践発表会を開催 

【４部会による実践発表（研究部、生活・健康部、小中接続部、幼保小接続部）】
　午後２時２０分～午後２時４０分　英比小学校
　　※　取り組みの内容や実際の様子、成果などについて、質疑応答を含めて２０分程度で、部会ごとに各教室で

発表します。
　　▽研究部…学びウィークの成果と実証実験について
　　▽生活・健康部…携帯電話、スマートフォンなどのメディアへの対応について
　　▽小中接続部…小学校と中学校との円滑な接続（部活動体験・先輩の話を聞く会など）について
　　▽幼保小接続部…幼稚園・保育園と小学校との円滑な接続（幼保小交流会・体験研修）について
【教育講演会】　
　午後２時５０分～午後４時２０分　英比小学校
　▽演題　「次期学習指導要領の改訂に向けて～開かれた学校と幼保小中の連携～」
　▽講師　田村　学さん（文部科学省初等中等教育局視学官・文部科学省初等中等教育局教育課程教科調査官・

国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官）

　【英比保育園】午前９時２０分～午前１１時１０分　【ほくぶ幼稚園】午前９時２０分～午前１１時１０分

　「心身ともにたくましく
思いやりのある子」を目標
としています。公開日は、
幼児が自己を十分発揮しな
がら運動遊びに取り組みま
す。

　「豊かな心をもち　たく
ましく生きる子」を目標に、
遊びや体験での学びを大切
にしています。当日は、中
学生と交流活動をします。

　【英比小学校】午後１時２５分～午後２時１０分　【阿久比中学校】午前９時２０分～午前１１時１０分

　保育園の年長児との交流
授業や「小中で育てたい
力」を念頭に置いた授業
に、アクティブラーニング
を取り入れて公開します。

　 １年で職業講話、２年
で食育、性教育、３年で携
帯・スマホの使い方、各学
年で「小中で育てたい力」
に基づく授業を公開しま
す。

　阿久比町内の全ての大人が関わり、阿久比町全体が 学舎 となって子どもを育てることを目指す、阿久比町幼保
まなびや

小中一貫教育プロジェクト。このプロジェクトでは、平成１９年度から３年に一度、実践発表会を開催し、その取
り組みを全国に発表しています。
　今年は第４回目の発表の年となりました。ほくぶ幼稚園、英比保育園、阿久比中学校で１０月２７日に保育・授業
を公開します。そして、英比小学校を本会場として、全体会と公開授業、プロジェクト各部の発表、教育講演会
を開催します。
　他の保育園や小学校でも、「あぐい教育週間」中の１０月２４日（月）～１１月４日（金）の期間に、保育・授業を公開し
ます。詳しくは、各園・校から配布される案内をご覧ください。今年も多くの方のご参加をお待ちしています。

【公開保育・授業】
　午前９時２０分～午前１１時１０分　ほくぶ幼稚園・英比保育園・阿久比中学校
　午後１時２５分～午後２時１０分　英比小学校

第４回幼保小中一貫教育実践発表会　１０月２７日（木） 第４回幼保小中一貫教育実践発表会　１０月２７日（木） 第４回幼保小中一貫教育実践発表会　１０月２７日（木） 
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　町の職員２名が８月１日から２０日まで、熊本県上益城郡
御船町において家屋被害認定調査に従事しました。この調
査は、罹災（りさい）証明の発行や支援措置決定などのた
め、地震による被害の程度に応じ、建物を「全壊」、「（大
規模）半壊」、「一部損壊」に認定するものです。
　震度６弱を観測し、６千棟以上の調査申請がある御船町
は、多数の派遣職員を受け入れ、休みなく調査を実施して
います。しかし、調査はいまだ継続中で、解体作業も思う
ように進まず、家屋の建て直しはほとんど着手できていま
せん。
　ライフラインが復旧し、物資が供給されても、家がない
ことには住民の生活再建は始まりません。最近、被災地の
現状を知らせる報道は少なくなりつつありますが、現地は
これからも継続した支援を必要としています。現地に赴く
ことはできなくても、募金や熊本産商品の購入など、一人
一人の行動が被災地の大きな支援につながります。

　町の防災訓練を８月２８日に行いました。今年度も、南海トラフを震
源域とした巨大地震が発生し、町内全域に大規模な被害が発生したと
いう想定で実施しました。
　午前８時、サイレンにより訓練が開始されると、各世帯では身の安
全確保や安否確認フラッグ掲示と一時避難場所への避難訓練を、各自
主防災会では、避難場所への住民の避難状況などを無線で町災害対策
本部へ伝達する訓練などを行いました。
　一方、役場庁舎では、町長の指揮の下、本部運営や被害状況調査の
方法を確認しました。他に、防災ボランティアあぐいの指導による避
難所運営訓練、半田消防署阿久比支署の指導による救護所開設訓練に
総員体制で取り組みました。加えて、消防団は、各分団管内を巡回
し、想定される被害状況を、本部に伝達する訓練を行いました。

熊本地震の被災地「御船町」へ 
職員を派遣しました 

熊本地震の被災地「御船町」へ 
職員を派遣しました 

阿久比町防災訓練を実施しました 

倒壊する家屋

家具が倒れた室内

家屋被害認定調査の様子 屋根の被害も多数発生 柱などが崩れた室内

各地区の訓練の様子
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　絵画や彫刻など、町民の皆さんの力作を掲載

する“阿久比町のオアシス　文化の泉”。掲載作

品は庁舎などで展示も行います。次号に掲載す

る作品を募集しています。阿久比町在住の方で

あればどなたでも応募できます。どしどしご応

募ください。

■応募方法　掲載してほしい作品などを中央公

民館窓口までお持ちください。

（選考は社会教育課で行います。）

■応募・問い合わせ先　社会教育課公民館係

　　　　　　　　　　　�（４８）１１１１（内１５０１）
■水墨画（講座作品など）

阿久根輝子さん

  展示について　１０月３日（月）から１７日（月）まで
　　　　　　　  庁舎１階ロビーにて展示します。

鈴木和恵さん

加藤荘吉さん

早川涼子さん

室重好孝さん
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■行政評価とは

　行政評価とは、「行政の行っているさまざまな仕事が、その費用に見合うだけの効果（成果）を出しているか」、
「無駄や重複している部分はないか」などといった視点から行政の仕事を見直し、行政の進め方を改善していく
取り組みです。
　目標を明確にして客観的な評価を行うことで、住民ニーズに対応したより良いサービスを効果的・効率的に提
供することができ、その評価結果に基づく改善を次年度以降の計画、事業に反映させていきます。
■行政評価の目的

　阿久比町では、次に掲げる３つの目的に重点を置いて行政評価を行っています。
（１）施策、事務事業の改善・改革

　　担当職員の客観的な評価による改善・改革の提案と、事務事業の組み合わせとしての施策の方向性を明確に
することで、計画・実施・評価・改善へつなげていきます。

（２）職員の意識改革と政策形成能力の向上

　　それぞれの事業を目的から見直します。評価することにより、目的意識、成果意識、コスト意識といった職
員の意識改革を図り、また評価システムを継続的に運用することにより、職員の政策形成能力の向上を図りま
す。

（３）住民への説明責任

　　行政サービスを提供したことにより住民がどれだけ満足したかという成果の概念と、人件費を含めたコスト
と成果の関係を評価し、改善・改革を検討します。この結果を住民に公表することで、行政としての説明責任
を果たしていきます。

■評価対象事務事業数

　平成２７年度は１９０の事務事業評価を実施し、「拡充」、「改善」、「縮小」など施策の今後の方向性を判断しました。

　「拡充」は、「空家等対策事業」、「災害対策事業」、「放課後児童健全育成事業」、「小・中学校環境整備事業（施
設整備等）」、「たん水防除事業」、「地方創生事業」など１５事業で、「事業統合」は、「水道拡張事業事務」の１事
業、「終了」は、「新庁舎建設事業」、「子育て世帯臨時特例給付金等給付事業」の２事業です。
　残り１７２の事務事業は、「改善」または「現状維持」と評価しました。
　施策の目標、事務事業の今後の方向性など、詳しい結果は政策協働課の窓口と阿久比町ホームページ
（http://www.town.agui.lg.jp/ka/h２７hyoka.html）で公表しています。
■問い合わせ先 　政策協働課企画政策係　�（４８）１１１１（内１３１１・１３１０）

件数内　　　　容今後の方向性

１５
投入量（人・予算など）を増加し、事業を拡大もしくは重点化して実施することで、さら
に大きな成果を上げる事業。

拡　　充

１０７
投入量（人・予算など）はそのままで、事業手法などを見直すことにより、有効性や効率
性などの改善を図る事業。

改　　善

６５投入量（人・予算など）と事業手法はそのままで、現在の成果を維持する事業。現状維持

０
投入量（人・予算など）を削減し、効率性を高める事業。社会環境変化などの行政需要に
照らし、事業の縮小がやむを得ないと判断される事業。

縮　　小

１
類似の目的や手法を持つ他の事務事業などと統合することにより、事業費の削減や効率化
が図られる事業。

事業統合

０ある一定の条件がそろうまで、その活動を一時的にやめる事業。休　　止

２社会環境変化などの行政需要に照らし、事業を廃止または終了する事業。廃止・終了

１９０合　　計
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　地域で支える子育てについて一
緒に考えましょう。子育て支援を
考える交流会、家庭教育を考える
学習会、岡崎女子大学准教授の小
原倫子さんを講師に迎え「ほどほ
どにいい塩梅の子育て」－ good 
enough mother&fatherと題した講
演を行います。
　詳しい内容については公民館や
子育て支援センターなどにあるチ
ラシをご覧ください。
■日　時　１１月２６日（土）
　※　交流会は午前９時４５分～、

家庭教育を考える学習会は午
後０時３０分～

■場　所　東浦町文化センター
■託　児　８人（１歳～未就学児）
　※　午後のみで、おやつ代１人
１００円必要です。

■申し込み方法　チラシの参加申

●知多地区「子育て支援
地域交流会」を開催

込書を１０月２１日（金）までに社会
教育課または子どもが通ってい
る小学校・中学校へ提出してく
ださい。

　
�

知多教育事務所指導課生涯学習担当
�（２１）８１１１

�

　１０月は、環境省主唱による「全
国・自然歩道を歩こう月間」で
す。愛知県とウオーキング協会の
共催で、「第３５回全国・自然歩道
を歩こう大会愛知県大会」を開催
します。参加は無料で事前申し込
み不要です。今回は、犬山市内の
コースです。　
　小雨決行で、昼食 ･飲み物 ･雨
具などと、万一の場合に備え健康

問い合わせ先

●「全国・自然歩道を歩こう
　大会愛知県大会」を開催

保険証を持参してください。
■日　時　１０月１６日（日）午前９時
集合、午前９時３０分石作公園出
発、午後２時３０分犬山城前到着
予定

■集合場所　石作公園（犬山市松
本町・名鉄犬山線「犬山駅」か
ら徒歩６分）

　※　公共交通機関をご利用くだ
さい。

■コース　東海自然歩道ほか犬山
市内約１２キロメートル（石作公
園～善師野駅～大平林道～不老
公園～善光寺山公園～犬山城）

　
�

愛知県環境部自然環境課調整・施
設・自然公園グループ
�０５２（９５４）６２２７（ダイヤルイン）
ホームページ
http://www.pref.aichi.jp/soshiki/shi
zen/arukou-２０１６１０１６.html

問い合わせ先

　阿久比町国民健康保険では、人間ドック・脳ドッ
クの助成を実施しています。
　人間ドックと脳ドックの両方の助成を受けることはで
きません。どちらか一方の助成をお申し込みください。
■対象者
　▽阿久比町国民健康保険の加入者で、昭和１７年４

月１日～昭和５２年３月３１日生まれの方
　▽国民健康保険税を完納されている世帯に属する方
　▽受診時に入院または妊娠をしていない方
　▽今年度の特定健診を受診していない方（人間

ドックと特定健診の重複受診はできません）
■検査場所　半田市医師会健康管理センターまたは
雁宿支所（半田市雁宿町）

■検査内容
人間ドック　
診察、身体計測、眼底検査、眼圧検査、胸部Ｘ線検
査、胃部Ｘ線検査、腹部超音波検査、肺機能検査、
血液検査、尿検査、糞便検査、聴力検査、血圧測
定、心電図検査（男女共通）、前立腺がん検査（男
性）、子宮頸部がん検査・乳がん検査（女性）
脳ドック　　
ＭＲＩ・・・頭部の断層撮影　　　
ＭＲＡ・・・頭部・頚部の血管撮影
※　体内に金属がある方は受けられないことがあり
ます。

■利用者負担額（１人当たり）
人間ドック　（男性）１６,２００円、（女性）１８,３６０円
脳ドック　　１６,２００円
　※　検査の当日にお支払いください。
■実施時期　平成２９年２月末まで（日曜日、祝日、
年末年始を除く）

　※　予定人数を超えた場合は、申し込み受け付け
を締め切ることがあります。

■申し込み方法　
①半田市医師会健康管理センターへ電話予約をす
る。�（２７）７８８７

②役場住民福祉課国保年金係の窓口に「助成申請
書」を提出する。（国民健康保険証と印鑑を持参）

　※　「助成申請書」は必ず本人が記入してくださ
い。

　※　「助成申請書」は国保年金係窓口で配布して
います。ホームページからダウンロードするこ
ともできます。

　※　代理人が提出する場合は本人確認書類が必要
になります。

③申請後に町から送付する「助成決定通知書」と
「保険証」、「検査費用（現金）」を持参し、指定
の会場で受診する。
■問い合わせ先　
　住民福祉課国保年金係　�（４８）１１１１（内１１１６）

人間ドック・脳ドック費用の助成を実施しています 人間ドック・脳ドック費用の助成を実施しています （半額助成） （半額助成） 
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�

　障がい者雇用を希望している企
業が参加する就職面接会を開催し
ます。昨年度の参加実績は１５社
で、ハローワーク半田管内の企業
が中心になります。
■日　時　１１月１７日（木）午後０時
５０分～午後３時４０分（受付開始
時間は午後０時２０分）
■場　所　半田赤レンガ建物クラ
ブハウス（半田市榎下町・名鉄
河和線住吉町駅下車徒歩５分 )
■対　象　ハローワーク半田にお
いて障がい求職者登録済で求職
活動中の方
■申し込み方法　１０月２８日（金）ま
でにハローワーク半田で申し込
んでください。
　
�

半田公共職業安定所（ハローワーク
半田）専門援助部門　�（２１）８０７２

●障がい者就職面接会を開催

申し込み・問い合わせ先

�

普通救命講習Ⅰ
　成人に対する心肺蘇生法、ＡＥ
Ｄ（電気ショックをかける機器）
の使い方、止血方法などを学びま
す。
（阿久比支署会場）
■日時・場所・定員　１１月１３日（日）
午後１時３０分～午後４時３０分・
阿久比町立中央公民館・２０人
（先着順）

（半田消防署成岩出張所会場）
■日時・場所・定員　１１月２０日（日）
　午前９時～正午・半田消防署成
岩出張所・２０人（先着順）

普通救命講習Ⅲ
　主に小児、乳児、新生児に対す
る心肺蘇生法に加えて、胸骨圧迫
（心臓マッサージ）、人工呼吸、
ＡＥＤ（電気ショックをかける機
器）の使い方などを学びます。
（半田消防署武豊支署会場）

●救命講習を開催 ■日時・場所・定員　１１月８日（火）
午前９時～正午・武豊町立中央
公民館・２０人（先着順）

（半田消防署会場）
■日時・場所・定員　１１月２７日（日）
　午前９時～正午・半田消防署３
階講堂・２０人（先着順）

　
�

普通救命講習Ⅰ
（阿久比支署会場）
　半田消防署阿久比支署
　�（４７）０１１９
（半田消防署成岩出張所会場）
　半田消防署成岩出張所
　�（２４）０１１９
普通救命講習Ⅲ
（半田消防署武豊支署会場）
　半田消防署武豊支署
　�（７３）０１１９
（半田消防署会場）
　半田消防署　�（２１）１４９２

申し込み・問い合わせ先

　町では、私立高校などに通学する生徒の保護者
（授業料負担者）の負担を軽減するため、授業料補
助を行っています。
　１０月１日現在、阿久比町に住所を有し、次の私立
学校に在籍している生徒の保護者（授業料負担者）
が、補助の対象になります。　　　　
・高等学校（全日制・定時制・通信制課程）
・中等教育学校（後期課程）
・高等専門学校
・専修学校（高等課程）
・愛知朝鮮中高級学校（高級部）
　補助の上限額は年額９,０００円で、学校で授業料の
納付を全額免除されている生徒や、国および県その
他の補助制度により授業料負担のない生徒の保護者
は授業料の補助を受けることができません。
■申請手続
　　１０月１日～３１日（土曜日・日曜日、祝日は除
く）の午前８時３０分～午後５時１５分に、次の書類
を学校教育課へ提出してください。
　　期間を過ぎてからの申請は受け付けできません
ので、期間内に申請してください。
　・私立高等学校等授業料補助金交付申請書兼請求書
　・１０月１日現在の在学証明書
※　次の学校には、９月末ごろに必要書類を送付し
ました。その他の学校の生徒は、学校教育課の窓

口で書類をお受け取りください。（ホームページ
からダウンロードもできます。）

　http://www.town.agui.lg.jp/ka/shiritsu.html
【私立高校】
愛知高校・愛知工業大学名電高校・愛知産業大学工
業高校・愛知産業大学三河高校・愛知淑徳高校・愛
知みずほ大学瑞穂高校・愛知黎明高校・桜花学園高
校・岡崎城西高校・菊華高校・享栄高校・啓明学館
高校・至学館高校・椙山女学園高校・星城高校・清
林館高校・大同大学大同高校・滝高校・中京大学附
属中京高校・中部大学第一高校・同朋高校・名古屋
高校・名古屋大谷高校・名古屋経済大学高蔵高校・
名古屋工業高校・名古屋国際高校・日本福祉大学付
属高校・名城大学附属高校
【私立専修学校高等課程】
あいちビジネス専門学校・安城生活福祉高等専修学
校・甲陽音楽学院・専修学校さつき調理 ･福祉学
院・専修学校東洋調理技術学院・サンデザイン専門
学校・東海工業専門学校・桐華家政専門学校・名古
屋工学院専門学校・名古屋情報専門学校・名古屋調
理師専門学校・クラーク高等学院・山本学園情報文
化専門学校
■問い合わせ先
　学校教育課　�（４８）１１１１（内１２３１）

私立高校などの授業料補助制度 私立高校などの授業料補助制度 
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�

　猟友会阿久比支部の協力で、農
作物被害を防止するため、有害鳥
獣駆除（カラス・カワラバト）を
次のとおり実施しますので、十分
ご注意ください。
■実施日時
　１０月１５日（土）、１６日（日）、２２日
（土）、２３日（日）、２９日（土）、３０
日（日）のうち、４日間・日の
出から日の入りまで

■実施地区
　住宅地を除いた町内全域の農地
と山林

■駆除方法
　散弾銃による駆除
　
�

産業観光課農政係
�（４８）１１１１（内１２２２）

�

　成年後見制度とは、認知症や知
的障がい、または精神障がいで判
断能力が不十分な方の権利や財産
を守る制度です。この制度を皆さ
んに知っていただくためのフォー
ラムです。実際にあった身近な出
来事を、寸劇を交えたクイズで分
かりやすく説明します。参加は無
料で、事前申し込みは不要です。
ぜひ、ご参加ください。
■日　時　１１月２６日（土）午後１時
３０分～午後４時
■場　所　知多市勤労文化会館や
まももホール

■定　員　２００人
■主な内容
　▽権利擁護とは？成年後見制度

とは？
　▽バラエティー成年後見失笑百

科
　▽グループで聞き合い・話し合

いましょう

�

知多地域成年後見センター知多後
見事務所　�０５６２（３９）２６６３

●有害鳥獣駆除を実施します

問い合わせ先

●成年後見フォーラムを開催

問い合わせ先

�

　うつ病の方がいる家族同士で悩
みを話し合い、接し方について理
解を深めませんか。
■日時・内容
　▽（第１回）１０月３１日（月）午後

２時～午後３時３０分・講演
「うつ病の方への接し方」と
グループワーク「ご家族のか
かわりで悩んでいることにつ
いて」

　▽（第２回）１１月１４日（月）午後
２時～午後３時３０分・演習
「よりよいコミュニケーショ
ンの取り方について～SST
（Social Skills Training）を

●うつ病家族教室のご案内 活用してみよう～」
■講　師　吉田みゆきさん（同朋
大学准教授）

■対　象　半田保健所管内在住の
うつ病の方の家族

■定　員　２０人（先着順・２回と
も参加できる方を優先）

■場　所　半田保健所（半田市出
口町）

■申し込み方法　１０月２６日（水）ま
でに、電話で申し込んでくださ
い。

�

半田保健所健康支援課こころの健
康推進グループ　�（２１）３３４１

申し込み・問い合わせ先

■期　日　１０月１６日（日） 
　※　小雨決行（雨天の場合は中止）
■時　間　午前７時～午前８時
■主　催　ゴミゼロ運動推進連絡会・阿久比町
■問い合わせ先　建設環境課環境係　�（４８）１１１１（内１２１１・１２１２）

　総務省では、国や特殊法人などが行っている仕事について、皆さん
から意見や要望、苦情などを受ける行政相談を行っています。皆さん
にこの制度を知らせ、利用していただけるよう１０月１７日（月）～２３日
（日）の期間を「行政相談週間」としています。
　総務省中部管区行政評価局では、行政相談週間に合わせ、下記のと
おり「一日合同行政相談所」を開設します。年金、税金、登記などの
行政相談をはじめ、相続、離婚などの法律相談も行います。相談は無
料で、秘密は守られます。
（名古屋会場）
■日　時　１０月２１日（金）午前１０時～午後３時
■場　所　ナディアパーク３階デザインホール
　　　　　（地下鉄栄駅７・８番出口から徒歩７分）
■問い合わせ先　総務省中部管区行政評価局　�０５２（９７２）７４１５
（豊田会場）
■日　時　１０月２１日（金）午前１０時～午後４時
■場　所　豊田市民文化会館展示室Ａ
■問い合わせ先　総務省中部管区行政評価局　�０５２（９７２）７４１５
　　　　　　　　豊田市市民福祉部市民相談課　�０５６５（３４）６６２６　

にご参加ください 
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�

　忙しい仕事・家事・育児などの
合間に、気分転換で体を動かしま
せんか。手軽にできるストレッチ
や体操を紹介します。運動の習慣
を身に付けて、健康的な生活を送
りましょう。
　若干名の託児を受け付けます。
申込時にお知らせください。
■会　場　オアシスセンター
■対　象　町内在住・在勤の５０歳
未満の方

■日　時　１１月 ９ 日、 １６日、 ３０ 日、
１２月７日、１４日、２１日の各水曜
日午前１０時～午前１１時３０分

■内　容　ストレッチや体操
■講　師　伊藤敦子さん（健康運
動指導士）

■定　員　２０人程度（定員を超え
た場合は抽選）

■持ち物　タオルや飲み物など
（室内用の靴は不要です。）
■申し込み方法　電話か保健セン
ターで申し込んでください。

■申込期限　１０月２８日（金）

�

健康介護課保健係
�（４８）１１１１（内１５２０・１５２１）

�

　冬に合わせた簡単な料理を作る
教室です。正月向きの料理などに
挑戦してみませんか。
■日　時　１１月９日（水）、１２月１４
日（水）の午前１０時～午後１時

■会　場　中央公民館
■対　象　一般（男性）
■定　員　１２人（定員を超えた場
合は抽選）

■受講料　２,０００円程度
■講　師　岡本和代さん（管理栄
養士）

■申し込み方法　電話、ＦＡＸ、
電子メールまたは中央公民館窓
口で直接申し込みをしてくださ
い。（電話、窓口の受付時間は平
日の午前９時～午後５時。メー

●リフレッシュ体操教室を開催

申し込み・問い合わせ先

●冬に向けての男性料理教室を開催

ルの場合は件名に「男性料理」
と入れてください。）

■申込期限　１０月１７日（月）

�

社会教育課公民館係
�（４８）１１１１（内１５００）
ＦＡＸ（４８）６２２９
電子メール
kominkan@town.agui.lg.jp

�

■講座名　PLCプログラミング基礎
■対象者　PLC（プログラマブル
コントローラ）の基本命令を習
得したい方
■日　時　１１月 ５ 日 （土） 、 ６ 日 （日）
の２日間で、１日目は午前９時
１０分～午後４時３０分、２日目は
午前９時１０分～午後３時４０分

■場　所　県立岡崎高等技術専門

申し込み・問い合わせ先

●在職者対象訓練「スキルアッ
プ講座」受講者を募集

校
■定　員　１８人（定員を超えた場
合は抽選）
■内　容　PLCの各種基本命令
によるプログラム

■応募期限　１０月１３日（木）必着
■受講料　２,３００円（別途テキス
ト代２,７００円（税込）必要）

■申し込み方法　往復はがきまた
は電子メールで講座名、氏名、
生年月日、郵便番号、住所、電
話番号、職業を記入し、県立岡
崎高等技術専門校まで送ってく
ださい。

�

愛知県立岡崎高等技術専門校在職
者訓練担当
〒４４４-０８０２
岡崎市美合町平端２４番地
�０５６４（５１）０７７５
電子メール
okazaki-senmonko@pref.aichi.lg.jp

申し込み・問い合わせ先

　「法の日」を記念して、愛知県弁護士会半田支部が開催します。無
料で参加できます。
■日　時　１０月２９日（土）午前１０時～午後４時３０分
■場　所　アイプラザ半田（半田市東洋町）
■内　容

▽午前の部は弁護士による無料法律相談です。（受付時間は午前
９時４０分～午前１１時３０分）

▽午後の部は、２部構成で入場券が必要です。定員は６００人で、
午後１時３０分開場です。（入場券の配布についてはお問い合わ
せください。）
【第１部】（午後２時～午後２時４５分）

　　　寸劇「知って得する法律相談２０１６」
　　【第２部】（午後３時～午後４時３０分）
　　　美輪明宏さんによる「生きやすい生き方」講演会

■問い合わせ先　愛知県弁護士会半田支部　�（２６）１６１１

　１０月から１１月に国土交通省、愛知県、岐阜県、三重県、名古屋市が
共同で、中京都市圏に立地する事業所を対象とした物資流動調査を行
います。この調査結果は、今後の都市内物流の対応方策を検討するた
めの資料となります。調査票が送付された事業所においては、調査に
ご協力ください。
■問い合わせ先　中京都市圏物資流動調査実施本部　�０１２０（２５０）９６０

県内の企業・事業所の皆さん、物資流動調査にご協力ください
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　毎年５月５日の「こどもの日」
から１週間を「児童福祉週間」と
定め、理念の普及・啓発の各種行
事を行っています。
　平成２９年度の児童福祉週間に向
けて、その象徴となる標語を募集
します。元気で頑張る子どもたち
を応援する標語や子どもたちから
未来へ向けたメッセージとなる標
語をご応募ください。詳細は、児
童育成協会のホームページ（http:
//www.kodomono-shiro.or.jp/）をご
覧ください。
（平成２８年度最優秀作品）
その笑顔　未来を照らす　道しるべ
■応募期限　１０月２０日（木） 
■主　催　厚生労働省、全国社会
福祉協議会、児童育成協会

�

児童育成協会 標語募集係
�０３（３４９８）４５９２

�

　労働者の生活スタイルや家庭責
任を果たすために、ワーク・ライ
フ・バランスの実現が求められて
います。
　１０月の「年次有給休暇取得促進
期間」中、労使協調のもと、会社
の休日に年次有給休暇をプラスし
て、連続休暇を取りましょう。
　また、来年の年次有給休暇を計
画的に取得するため、労使の話し

●「児童福祉週間」の標語を募集

問い合わせ先

●１０月は「年次有給休
暇取得促進期間」

合いにより、年次有給休暇を取得
しやすい環境の整備を行いましょう。
　年次有給休暇取得促進期間に関
するリーフレットは、厚生労働省
ホームページ（http://www.mhlw.g
o.jp/new-info/kobetu/roudou/gyou
sei/kinrou/１５０６０９-０１.html）をご覧
ください。

�

産業観光課商工労政係
�（４８）１１１１（内１２２６）

�

　愛知県では、毎年１０月を「クリ
ーン排水推進月間」および「浄化
槽強調月間」と定め、家庭での生
活排水対策や浄化槽の適正管理な
どを呼び掛けています。
　生活排水対策は、一人一人の取
り組みが鍵となります。水環境に
優しい取り組みを続けていきま
しょう。
身近な生活排水対策
▽食べ残し、飲み残しを減らす
▽三角コーナーや水切りネットを
使い、排水口の汚れを取り除く

▽使用済み油は新聞紙などに吸わ

問い合わせ先

●１０月は「クリーン排水推進月
　間」「浄化槽強調月間」です

せて可燃ごみとして捨てる
▽食器や鍋の目立つ汚れは新聞紙
などで拭き取る

▽洗剤は適量を使う
浄化槽の適正な管理
　浄化槽を管理する方は、法令に
より保守点検・清掃を実施し、法
定検査を受けなければならないと
されています。
　浄化槽を適正に管理し、長く大
切に使用しましょう。

�

建設環境課環境係　
�（４８）１１１１（内１２１１）

�

　中学校修了前の児童を養育してい
る方を対象に、児童手当（制限額
を越える所得がある方には特例給
付）が支給されます。
　今回は、６月～９月分の児童手
当・特例給付を１０月７日（金）に指
定された金融機関に振り込みます。

�

子育て支援課
�（４８）１１１１（内１１２４）

問い合わせ先

●１０月は「児童手当」の支給月です

問い合わせ先

今月の納税など
町県民税 3期分
国民健康保険税　　3期分
介護保険料 3期分
後期高齢者医療保険料　4期分

納期限は 10 月 31 日（月）です。
※ 口座振替の方は、口座の残
高確認をお願いします。

　これからの季節、空気が乾燥し、青々としていた草もいつしか枯草
となり、『枯草火災』が発生しやすくなります。枯草は
大変燃えやすく、タバコの投げ捨てや子どもの火遊びな
どの小さな火から簡単に燃え広がります。
住宅周辺の枯草にご注意を！
　特に、住宅周辺に繁茂している枯草から火災が発生した場合、建物
に燃え移る危険性が高いため、消防署では枯草となる
前の刈り取りを呼び掛けています。
　枯草火災による被害をなくすためにも空地の所有
者・管理者は、建物から１０メートル以内（草丈２０セン
チメートル以上）の草を刈り取り、適切な方法で処分してください。
消防署へお知らせください
　消防署は、１１月から町内の枯草繁茂地を調査し、火災予防上危険な
場所は所有者・管理者に対し刈り取りを依頼します。建
物の近くに枯草が繁茂しているような場所がありました
ら、消防署までお知らせください。
■問い合わせ先　半田消防署阿久比支署　�（４７）０１１９

なくそう「枯草火災」～枯草となる前に刈り取りを～なくそう「枯草火災」～枯草となる前に刈り取りを～なくそう「枯草火災」～枯草となる前に刈り取りを～



１７

●広 ●報 ●あ ●ぐ ●い 2016年 10月 1日号

【第７回】
♪フルート＆クラリネット　アンサンブルコンサート♪
■日　時　１０月１９日（水）午後０時１５分～（３０分間）
■場　所　庁舎１階ロビー
■出演者　Ensemble Lila（アンサンブル・リーラ）
（長嶋笑加さん、水野佐紀さん、浜嶋理恵さん）

■曲　名　チャルダーシュ、白鳥、ブラジレイラ
ほか

■問い合わせ先
Ｍオアシス（代表　近藤由美子）　�（４８）４９４７

ロビーコンサートロビーコンサートロビーコンサート
～憩いのひとときをあなたに～
　ゆったりと音楽を聴き、ほんのり幸せな気分にな
りませんか？
　７回目は、名古屋芸術大学音楽学部の卒業生トリ
オによるフルートとクラリネットのアンサンブルコ
ンサートです。３人は東海地方を中心にさまざまな
演奏活動を行っています。フルートのきらびやかな
音色と、クラリネットのあたたかな響きでステキな
音楽をお届けします。

�

　１０月１日から愛知県内の事業場
で働く常用、臨時、パートなど全
ての労働者に適用される愛知県最
低賃金が改正されました。
■愛知県最低賃金
時間額　８４５円（日給制、月給制
の労働者の場合は、時間当たり
の金額に換算して最低賃金の時
間額と比較します。）

�

半田労働基準監督署　�（２１）１０３０
愛知労働局労働基準部賃金課
�０５２（９７２）０２５７
愛知労働局ホームページ
http://aichi-roudoukyoku.jsite.mhl
w.go.jp/

�

　東部知多クリーンセンターに関
する都市計画の変更案を縦覧しま
す。この案について意見のある方
は、１０月２１日（金）までに町に意見
書を提出することができます。
■名　称　知多都市計画ごみ焼却
場（一般廃棄物処理施設）の変
更案

■縦覧期間　１０月７日（金）～２１日

●「愛知県最低賃金」を改正

問い合わせ先

●東部知多クリーンセンター
都市計画の変更案を縦覧

（金）午前８時３０分～午後５時１５
分（土曜日・日曜日、祝日を除
く）

■縦覧場所　建設環境課
※ 東部知多クリーンセンター
でも縦覧します。

�

建設環境課都市計画係
�（４８）１１１１（内１２１３・１２１４）

�

　町では学区ごとに「人・農地プ
ラン」を作成しています。愛知県
は意欲のある担い手などへの農地
の集積化を推進するため、農地中
間管理機構を整備し、プランの作
成と実行を支援しています。
　地域の「人と農地の問題」を解
決するためには、地域の農業者や
農地の所有者の皆さんによる話し
合いが重要です。
　町内に農地をお持ちの方や耕作
している方、新たに就農予定の
方、農地を貸したいと考えている
方は、５年後、１０年後の地域農業
の展望を描けるよう居住地または
主に農地が所在する小学校区会場
の話し合いに参加してください。
■南部小学校区の日時・場所

問い合わせ先

●「人・農地プラン」の話
し合いに参加しませんか

１０月１９日（水）午後７時～午後９
時・勤労福祉センター（エスペ
ランス丸山）

■東部小学校区の日時・場所
１０月２１日（金）午後７時～午後９
時・宮津公民館

■英比小学校区の日時・場所
１０月２４日（月）午後７時～午後９
時・中央公民館

■草木小学校区の日時・場所
１０月２６日（水）午後７時～午後９
時・草木公民館

�

産業観光課農政係
�（４８）１１１１（内１２２３）

問い合わせ先

「住民税１％町民予算枠制度」
わくわくコラボ採択事業

　今年も「みんな
の敬老会」の会場

は熱気で満ち、よく笑い、元気なお
年寄りで満員でした。
　会の中で登場した「ボケない小
唄」と「ボケます小唄」。皆さんご
存じですか。パソコンなどを使って
調べてみてください。役場に戻って
その唄を一人読み返す私。「ボケま
す小唄」に当てはまることが多く、
自分の将来に危機感を覚えました。
しかし、未来の自分は変えられま
す！元気なお年寄りになれるよう、
「ボケない小唄」の内容を実践しな
ければ。皆さんも「ボケない小唄」
と「ボケます小唄」をご一読いただ
き、今の自分を振り返ってみてはど
うですか。長寿のヒントがあるかも
しれませんよ。

編集後記
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阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　１０，３１６　　（＋７）

人　口　２８，４８７人（＋１１）

　男　　１４，１１９人（＋４）

　女　　１４，３６８人（＋７）

（　　）は前月との増減数

８月中の異動

　出生　２７　　転入　７１

　死亡　１９　　転出　６８

平成２８年９月１日現在

人 口 と 世 帯

■発行／阿久比町（〒４７０-２２９２　愛知県知多郡阿久比町
　大字卯坂字殿越５０　�０５６９（４８）１１１１）
　編集／総務部政策協働課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ/
資源を大切に！この用紙は再生紙を使用しています。

　目のご不自由な方が広報あぐいを利用できるよう声
の広報ボランティア「あいうえお」が CDに音訳録音し
ています。録音したCDを利用希望者へ無料で送付して
います。利用希望者は、下記までご連絡ください。
■問い合わせ先　町社会福祉協議会・ボランティアセンター�（４８）１１１１（内１５２３）

■日　時　１１月１２日（土）

　　　　　午後１時３０分～午後３時

　　　　　（開場は午後０時３０分）

■場　所　勤労福祉センター

　　　　　（エスペランス丸山）

■定　員　５００人

■講　師　 浜 　 美 枝   さん

はま み え

　　　　　（女優・ライフスタイルコーディネーター・

　　　　　   近畿大学総合社会学部客員教授）

■演　題　「明日を素敵に生きる」

■販売額（受講料）　１枚５００円（販売枚数は５００枚）

　※　購入は１人５枚まで

■販売開始日　１０月１２日（水）

■販売時間・場所

　午前９時～午後５時・中央公民館窓口

■託　児　希望される方は、１０月１９日（水）までに申し込んでください。

　　　　　（定員は５人で、未就園児に限ります。）

■問い合わせ先　第３１回国民文化祭阿久比町実行委員会（中央公民館内）

　�（４８）１１１１（内１５０１・１５００）


